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ご挨拶 

上田千曲高校同窓会関東支部会長 成澤 学 

昨年 9 月の同時多発テロは、犠牲者が 3 千人をこえるという痛ましい事件となり、それがもと

でアフガニスタンでは、アメリカの支援を受けて内戦となり、同時多発テロをおこしたタリバン

政権が消滅しました。このお陰で今年は昨年より明るさを取り戻しましたが、落ち込みの激しい

アメリカ経済に足をとられてか、小泉内閣の行う経済政策も期待した成果を発揮せず、景気回復

の兆しが見えないのは残念なことであります。一日も早く景気の回復を願いたいものです。 

 長野県におきましては、脱ダム政策が理解されず田中知事が県議会で不信任されたため急遽知

事選が行われましたが、県民の圧倒的な支持を得えて再び田中氏が知事に就任しました。よって

これからもまた長野県の政策が日本中の注目の的となるでしょう。田中知事には、新しい地方行

政運営で多くの成果を出し、活気あふれる長野県作りを願いたいものです。また地元上田市周辺

では、大規模な市町村合併の話し合いが進められています。これによって、母校のある上田市の

姿も近い将来変わるものと思われますが、若人が夢と誇りをもって住める故郷に発展願いたいも

のです。 

 昨年の総会におきまして新役員が選任され、私は引き続き会長を務めさせていただくことにな

りました。どうか会の運営に対し、皆様方のご協力をよろしくお願い致します。 

 今年も関東支部の総会は、11 月 17 日（日）、はあといん乃木坂にて行います。今回の総会は、

商業部会が当番となり、実行委員長は高橋清子さんに務めていただくことに致しました。また基

調講演は、小山哲男氏（商 27 年卒）に依頼し、アトラクションには、演歌歌手の諏訪ひろみさん

にご出演いただくことにしました。会員の皆様には何かとお忙しいことかと存じますが、恩師の

先生方や同窓生との語らいに一人でも多くご参加いただけるよう願っております。 

 

 

お誘いあってご参加を 

総会実行委員長 高橋清子（関東支部副会長） 

 皆様には日々お元気で御活躍の事とお慶び申し上げます。母校も創立 85 周年を迎えました。こ

れと同時に関東同窓会も皆様方のご支援と御協力を得て年々相互のコミュニケーションが深くな

って来た様に思われます。今年の総会は、商業科が当番になりました。第一部では商業科 27 年卒

の小山哲男氏には「染めもの」をテーマとした講演をお願い致しました。 第二部では、ふる里

出身者のアトラクション等々を計画させていただきました。どうぞ楽しいお時間をお過ごしいた

だけるよう総会の準備をしておりますので、是非とも大勢の皆様に御参加いただきたいと存じま

す。お帰りには郷土からのおみやげを用意させて頂きました。 
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ご挨拶 

上田千曲高等学校長 飯島彦太郎 

 故郷を離れている同窓生の皆様におかれましては、それぞれの道でご活躍されていることとお

慶び申し上げます。回りの景色も秋を感じさせるものがあります。日ごろ本校の教育活動に対し、

ご協力を賜っておりますことに心よりお礼申し上げます。 

 生徒は様々な面で活躍しています。先日行われました「千曲祭」は、生徒会を中心に一丸とな

って取り組み成功を収めました。生徒の持つエネルギーを感じさせられました。クラブ活動にお

いて、運動班ではソフトテニスの活躍が目立ちました。全国総体へ団体と個人３チームが出場、

団体 2 回戦で優勝した高田商業と対戦１ゲーム取り意気が上がりました。その結果、「JOC ジュニ

ア選手権」へ個人 1 チームが推薦され、さらに国体の県チームに 2 人選抜されました。これから

新人戦、野球をはじめ多くのクラブががんばっています。文化面でも簿記班、商業班が県大会で

優勝、準優勝し、全国大会に出場し、個人で入賞を果たすなど活躍しました。また吹奏楽も合同

バンドで東海大会へ出場しました。また定時制の卓球で、堀内君が昨年同様に全国大会で 3 位に

入賞を果たしました。 

 このように皆様の後輩が様々な面で活躍しておりますので、更なるご支援をよろしくお願いい

たします。 

 本県の教育が大きく変わろうとしています。16 年度より 4 通学区となります。それぞれの高校

は今後の有り方を模索しています。本校の有り方に皆様方よりご助言を頂き、千曲高校をより良

きものにしていきたいと存じますのでご協力をお願いいたします。 

 新幹線が開通して信州も近いところとなったと思います。帰省の折には気軽に母校に立ち寄り

後輩を励まして頂ければ幸いです。末筆ながら、皆様方のご多幸とご健勝をお祈りいたしまして、

ご挨拶といたします。 

 

 

あいさつと近況のお知らせ 

上田千曲高等学校同窓会会長 久保田高冬 

 関東支部会員の皆様には常日ごろ母校及ぶ同窓会の発展にご協力いただき心より感謝申し上げ

ます。 

母校を巣立って 51 年、来年は古稀を迎える年齢になります、論語に「七十にして心の欲すると

ころに従って、矩を踰えず」の教えがありますが、これらの余生を教えのようにできればと思っ

ています。 

 驚異の米中枢同時テロから一年、わが国においては BSE 問題から始まった食品から原子力

等々の大手企業の不祥事が暴かれています。「君子は義に喩り、小人は利に喩る」あまりにも利を

求め過ぎたのではないでしょうか。また長野県においては６月の県議会による知事不信任決議は

全国の話題となりました。 

地元上田市では、皆様ご承知の若さ漲る母袋市長が誕生し、また県議補欠選挙では女性議員が

誕生しました。「改革」が良い方向に進むことを念じます。 

母校千曲高校も時代に即応した各科の受入れで高い評価を得ております。しかし各企業が大卒

就労に移行し、不況も伴い就職は厳しい現状です。こうした厳しい時代を多くの同窓も経験して

きたと思います。厳しい時こそチャンスを生かしてほしい・・ 

 関東支部の皆様、時をみてどうぞ母校を訪れ後輩達の千曲祭、クラブ活動等の活躍また野球部

を育てる会の健闘ぶりをご覧いただき、ご支援ご協力をお願い致します。 

末筆になりましたが会員皆様のご活躍とご健勝を心からお祈り申し上げます。 
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声かけ合って同窓会に参加しよう 

関東支部副会長 成澤智嗣 

 同窓会の皆様には益々お元気でご活躍のこととお察し申し上げます。平素は格別のご高配を賜

り誠に有難く御礼申し上げます。 私達、上田千曲高等学校卒業生は毎年約 25～29%が東京始め

関東地区へ進学又は就職されております。これら多くの同窓生で「関東支部同窓会」を結成して

おります。毎年、11 月“はあといん乃木坂”で恩師及び同窓会本部の役員の方にも参加して戴き

「総会・懇親会」を催し、約 70～100 名がご参加し 卒業年、男女を問わず心暖まる交流をして

おり、皆様から“参加してよかった”と感銘を受けております。 

 昨年 12 月、参加されてない約 100 名の皆様に電話アンケート調査結果、殆どの方が、○関東支

部同窓会の存在を知らない ○開催通知を戴いていない ○土曜日の為都合が悪い･･･と言うご

意見を戴きました。早速各科代表の役員会で検討し、開催日を参加しやすい日曜日に、また自由

席、カラオケ、抽選会等を入れ、懇親会を楽しい内容に改善しました。 

 人は生きて、生き抜いて、貴重な人生を重ねてきております。“いま”を如何に生きるかが大切

でしょうね。申すまでもなく関東支部同窓会は男女、年令に関係なく“出合い、触れ合い、語り

合い”会員相互の親睦向上を図り、これらをエネルギー源にして明日への活力にしよう。そして、

母校の発展に寄与しよう・・・を合言葉に進めております。今年も 11 月 17 日（日）別紙内容で

開催いたします。 一人でも多くの皆さんにご参集して戴き手作りの同窓会にしたいと思います。

諸般の事情で多くの方に開催通知を差し上げられませんので、通知を受けられた方は誠に恐れ入

りますが同級生や友人の方にお声を掛けお誘い下さい。同窓会でお会いすることを楽しみにお待

ち申し上げます。  「つぎつぎに友がつどいて菊日和」 

 

総会第一部基調講演 

演題 「染めもの」 

講演者 小山哲男氏 （昭和 27 年、商業科卒） 

 講演骨子 染織略史、染の始まりは各時代の特長、継承された自然の素材と合成化学 

      伝統技法による友禅染の工程、若い人に接して授業で思うこと、 

      これからの染色・他 

小山哲男氏のプロフィール（昭和８年東京神田生まれ） 
昭和 27 年  長野県上田千曲高等学校商業科卒業 

32年 多摩美術大学図案科卒業、在学中 芹沢銈介先生の教えを受け、型絵染を習得、

父 小山保家に師事 木版染、友禅染を習得する。 

39年 第 4 回伝統工芸新作展 初入選 

40年 伝統工芸日本染織展  初入選 

42年   第 14 回日本伝統工芸展 初入選 
56 年  伝統工芸武蔵野展   審査委員 

57 年  伝統工芸新作展    鑑審査委員 

59 年  伝統工芸日本染織展  日本工芸会賞 受賞 

60 年  伝統工芸日本染織展  審査委員 

61 年  伝統工芸新作展    鑑審査委員 

61 年  日本伝統工芸染織展  特待者 

元  東筑紫短期大学生活文化学科客員教授、 

東京家政大学・短大服飾美術科非常勤講師（平成 14 年 9 月まで）、 

現在 社団法人日本工芸会の正会員、東日本支部幹事及び染織部会幹事、 

大塚テキスタイル専門学校工芸染織科 非常勤講師 
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総会第二部アトラクション出演  

心に歌をとどけたい・・・ 

キングレコード歌手 諏訪ひろみさんのプロフィール （長野県真田町出身） 

 子供から若者、演歌好きなお客様にまで楽しめるステージを目指します。歌手活動と共に、

自らの体験談を盛り込んだ歌謡トークショー、講演会講師、イベント司会、ラジオインタビュ

アー、カラオケ教室講師等活動の場を広げています。レパートリーは、最新ヒット歌謡曲、演

歌、懐メロ、ポップス、童謡、唱歌、アニメソング･･･事前のリクエストにお答えします。 

平成 5 年  ﾋﾞｸﾀｰｴﾝﾀｰﾃｨﾒﾝﾄからデビュー、デビュー曲「盛岡みれん」、「飾り船」を発表 

平成 9 年  キングレコードに移籍、 新曲「時季（とき）の流れに」 「しぐれ宿」を発表 

平成 10 年 「時季の流れに」で長野冬季パラリンピックの前夜祭や文化フェスティバルに出演

平成 11 年 長野県上田市制 80 周年記念イメージソングの一曲「瑠璃色の街」を発表 

      この曲は H2O が歌う「ここにおいでよ」とカップリングで発売されています 

平成 13 年 公民館活動カラオケ教室講師に就任（生徒数 170 人） 

平成 14 年 新たに公民活動カラオケ教室講師に就任、計 3 教室になる、只今新曲制作中 

諏訪ひろみさんのお母様[柳沢（松井）敏子（S33 商卒）]および叔父様[柳沢俊美（S32

商卒）]は千曲高校の出身です。 

 

平成 13 年上田千曲高校同窓会関東支部総会参加者（順不同） 

ご来賓、石田英勝校長、春原浩一先生、綿貫隆正先生、宮澤令行副会長、山浦幸知子副会長、坂口浩

会員 

機械科(9 名)、小林侑(S27)、成澤智嗣(S29)、栁沢 武(S31)、内堀哲夫(S31)、佐藤宏次(S37)、 

三戸部信治(S39)、内堀栄寿(S44)、宮沢文雄(S31)、若林 進(S31) 

建築科（13 名）、中村昌文(S25)、小玉忠男(S25)、西沢彰能(S25)、堀内保徳(S26)、池田進吉(S32)、 

西野 清(S30)、丸山 亘(S31)、中村征三(S32)、吉池重忠(S32)、滝沢照支(S32)、 

岩崎徳男(S32)、片倉英勇(S32)、荒木重俊(S33) 

商業科（18 名）、成澤 学(S27)、三井 昂（S27）、小山哲男(S27)、中村 瑞(S27)、大山清四郎(S27)、

大山ヨシ子(S27)、堀内久雄(S28)、三井平茂(S28)、松本 等(S28)、山崎市蔵(S28)、高橋清子(S30)、

丸山廣義(S30)、片山民男(S30)、小林千春(S33)、斎藤保江(S34)、 

松林由美子(S37)、中川眞子(S30)、山崎光男(S30) 

電気科(8 名)、横谷安定(S37)、深町共栄(S37)、荻原三男(S40)、坂口光治(S41)、市川栄一(S42)、 

清水 明(S43)、宮下希佐己(S47)、若林幸一郎(S49) 

家庭科(18 名)、壬生とりよ(S27)、玉置町子(S28)、松井良子(S30)、久田久子(S30)、ﾍﾝｼｭﾀｷ(S30)、 

野村富子(S31)、三浦園枝(S31)、山口和子(S31)、篠崎さく(S31)、人見昭子(S34)、北澤紀子(S34)、

田中泰子(S34)、坂田和子(S34)、杉村房枝(S35)、田中文子(S38)、青木よし子(S41)、中山トシ子(S27)、

塚田竹子(S11) 

 

母校のホームページの URL       http://www.ueda.ne.jp/~chikuma/  

母校の電子メールアドレス          chikuma@ueda.ne.jp 

野球班ホームページが開設されました。これからの活躍にご期待ください。 
http://www7.ueda.ne.jp/~doso-chikuma/ 

出欠葉書の返事をよろしく 

関東地区支部総会の通知で返事がいただけるのは 3 割程度です。返事は必ずお出し願います。 

事務局 〒369-0293 埼玉県大里郡岡部町普済寺 1690 埼玉工業大学 深町研究室 

TEL 048-585-6856  FAX&TEL 048-546-1040、 e-mail tomoe@sit.ac.jp 


